
- 1 - 

令和 7 年度 第 5 回 名古屋市環境影響評価審査会 

会議録 

 

１ 開催日時 

  令和 8 年 1月 20 日（火）午前 10時 00 分～午前 10時 40 分 

 

２ 開催場所 

  大会議室（東庁舎 5階） 

 

３ 出席者 

(1) 審査委員（五十音順、敬称略） 

石井 仁   （名城大学教授） 

上田 紗也子 （名古屋大学特任助教） 

岡田 恭明  （名城大学教授） 

片山 直美  （名古屋葵大学教授） 

黒澤 浩   （南山大学教授） 

小林 健太郎 （名城大学准教授） 

庄村 勇人  （名城大学教授） 

谷川 彩月  （人間環境大学講師） 

富田 啓介  （里山湿地研究所代表） 

夏目 知道  （愛知県立芸術大学准教授） 

西野 隆典  （名城大学教授） 

橋本 啓史  （名城大学准教授） 

藤田 素弘  （名古屋工業大学教授） 

増田 理子  （名古屋工業大学教授） 

 

                     計 14 名 

 

(3) 傍聴者 4 名 

 

４ 議事及び意見等の要旨 

 

 事務局より、今回の審査会の出席者が 14 名であり、審査会が成立していることを確認した。ま

た、本日のスケジュールについて説明した。 

 

議題 名古屋都市計画ごみ処理場（一般廃棄物処理施設）尾張東部衛生組合ごみ処理施設整備事

業に係る計画段階環境配慮書について（答申） 
 

[会 長] それでは、議題「名古屋都市計画ごみ処理場（一般廃棄物処理施設）尾張東部衛生組

合ごみ処理施設整備事業に係る計画段階環境配慮書について（答申）」の審議に入りた

いと思います。本日はこれまでの当審査会の議論を踏まえて、事務局が作成した答申案

について議論し、答申を取りまとめたいと思います。 

まず、資料 1「第 4 回審査会での質問と回答」について、事務局から説明をお願いしま

す。 

 

[事務局]  （資料 1 について説明） 

 

[会 長]  ただ今の説明につきまして、ご意見ご質問等はありますか。 
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[委 員]  3 ページで、令和 17年からに稼動開始見込みが変わるということですけど既設の施設

は、どのぐらいまで耐用年数があるのでしょうか。既設の施設はどのぐらい十分余裕を

持って、こういうスケジュールの変更等を見直されているのでしょうか。 

 

[事務局]  今の施設が、実際に何年まで使えるものかということは確認しておりませんので、お

答えができないですけれども、今の施設が使える期間までということを見越してスケジ

ュールは見直しをされているかと思います。 

 

[委 員]  当然そうと思いますけど、それがないと環境計画そのものが困ってしまいますので、

その辺りはご確認いただきたいと思いました。 

 

[事務局]  改めて事業者に確認をしておきたいと思います。 

 

[会 長]  議事録にもあったのですが、5、6ページ目の 9、10 の景観で、植栽という言葉があり

ますが、植栽というと公園の植栽のように人工的に植えられたものという印象を受ける

のですが、この言葉遣いは間違ってはいないでしょうか。植生や植物のほうが、意味は

通りやすいのではないでしょうか。 

 

[事務局]  こちら前回の事業者が回答した文言から拾っておりますので、事業者に確認をいたし

まして、言葉を変えた方がいいということであれば、修正させていただきたいと思いま

すのでよろしくお願いいたします。 

 

[会 長]  他にご意見ご質問ございますでしょうか。 

続きまして、資料 2 答申（案）について事務局から説明をお願いします。 

 

[事務局]  （資料 2について説明） 

 

[会 長]  ただ今の説明につきまして、ご意見ご質問等はありますか。 

 

[会 長]  議事録と合わせて見てみますと、予測条件がちょっと甘いのではないかという指摘が

あったかと思います。そのことにつきましては、2（1）の全般的事項で、予測条件を明

確に記載し、的確な予測及び評価等を実施すること、の中に意味を含めているという理

解でよろしいでしょうか。 

 

[事務局]  全般的事項のところに組み込ませていただいたつもりでおりますがいかがでしょう

か。 

 

[会 長]  そういう理解だということを議事録として残しておくということにさせていただきた

いと思います。 

 

[会 長]  他にいかがでしょうか。 

特にご意見がないようですので、これを審査会の答申とします。 

 

[事務局] （お礼の挨拶） 

 

[会 長]  続きまして、その他といたしまして事務局から報告をお願いします。 

 

[事務局]  （参考資料について説明） 

 

[会 長]  ただ今の報告につきまして、ご意見ご質問等はありますか。 
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[会 長]  方法書～評価書の 62番。桜駅から本星崎駅間の高架化の工事ですが、線路脇に、桜

神明社古墳という古墳がありますので、適宜、文化財保護課と情報共有しながら進めて

いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

[事務局]  こちらにつきましては事業者にその旨伝えまして適切に進めて参りたいなと思います

のでよろしくお願いいたします。 

 

[会 長]  他にございませんでしょうか。 

      それでは、本日予定されていた議題は以上となりますが、事務局から他に何かござい

ますか。 

 

[事務局]  本日はありがとうございました。いただいた答申をもとに、市長意見を作成し、愛知

県知事へ送付するとともに、市民の皆様へ縦覧をさせていただきます。また、委員の皆

様にもお送りいたします。次回の審査会でございますが、3 月 9日（月）午後 1 時 30 分

より、西庁舎 12階の西 12E 会議室で開催します。年度末のお忙しいところ恐縮です

が、よろしくお願いいたします。 

 

[会 長]  それでは、これをもちまして本日の審査会を終了します。ありがとうございました。 

 


